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自主防災体制の確立について調査を行
う総務常任委員会（船越防災センター）

議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
三
つ

の
常
任
委
員
会
が
あ
り
、
毎
年
、
町
の
事
務
・
事
業
の

調
査
や
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
も
七

月
か
ら
所
管
事
務
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
調
査
は
委

員
会
が
担
当
す
る
役
場
の
部
署
を
対
象
に
行
う
も
の

で
、
調
査
テ
ー
マ
に
沿
い
職
員
へ
の
聞
き
取
り
や
現
地

視
察
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
確
立
を

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
（
川
村
敬

一
委
員
長
）
の
調
査
は
、
七
月

二
十
七
日
、
総
務
、
企
画
財
政
、

税
務
会
計
、
消
防
防
災
の
四
課

に
対
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
の
調
査
テ
ー
マ
は
▽
行
政
改

革
の
現
状
と
取
り
組
み
▽
機
構

改
革
の
成
果
と
課
題
▽
町
財
政

の
現
状
と
課
題
▽
第
八
次
総
合

発
展
計
画
の
進
め
方
▽
税
の
確

保
対
策
▽
自
主
防
災
体
制
の
確

立
に
つ
い
て
の
六
項
目
。
出
席

し
た
担
当
職
員
か
ら
事
務
事
業

の
現
状
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
保
育
園
な
ど

の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
方
針

の
早
期
説
明
と
地
域
性
の
考

慮
」「
第
八
次
発
展
計
画
の
策

定
は
、
町
民
に
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
長
期
的
な
展
望
と
多
面

的
な
計
画
で
進
め
て
も
ら
い
た

い
」「
税
確
保
の
た
め
、
関
係

課
と
の
連
携
を
よ
り
強
め
る
こ

と
」「
高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
自
主
防
災
組
織
確
立
の
た

め
、
地
域
防
災
計
画
の
早
期
見

直
し
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
ト
イ
レ
の
臭
気
対
策
を

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
吉

川
淑
子
委
員
長
）
で
は
、
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
町
内
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
▽

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
▽

環
境
、
廃
棄
物
処
理
、
リ
サ
イ

ク
ル
▽
介
護
保
険
の
現
状
と
課

題
▽
社
会
福
祉
施
設
の
管
理
運

営
▽
町
民
の
医
療
と
健
康
▽
学

校
教
育
施
設
の
管
理
運
営
▽
学

校
給
食
に
つ
い
て
の
七
項
目
。

住
民
生
活
課
や
保
健
福
祉
課
、

教
育
委
員
会
を
対
象
に
二
日
間

に
わ
た
り
聴
き
取
り
や
現
地
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
事
務
事
業

の
現
状
や
課
題
が
報
告
さ
れ
た

後
、「
保
育
園
や
幼
稚
園
の
公

設
民
営
化
は
充
分
な
経
営
面
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
支
援
策
の

確
立
を
議
論
を
し
て
実
施
し
て

ほ
し
い
」「
小
学
校
ト
イ
レ
の

臭
気
対
策
に
つ
い
て
早
急
に
対

学校施設の管理運営について調査をす
る教育民生常任委員会（荒川小学校）
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応
を
」「
健
康
の
た
め
の
体
づ

く
り
に
町
民
全
体
が
取
り
組
む

よ
う
に
し
て
は
」
な
ど
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
普
及
率
の
向
上
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
佐

々
木
良
一
郎
委
員
長
）
の
調
査

は
、
七
月
二
十
六
日
、
地
域
整

備
課
、
産
業
振
興
課
、
水
道
事

業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
調
査
テ
ー
マ
は
▽
柳

沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
状
況
▽
下
水
道
、
集

落
排
水
処
理
施
設
の
整
備
状
況

▽
町
道
及
び
排
水
施
設
の
現
状

と
課
題
▽
観
光
振
興
の
施
策
の

取
り
組
み
状
況
と
船
越
家
族
旅

行
村
の
現
状
と
課
題
▽
家
畜
排

せ
つ
物
処
理
施
設
（
堆
肥
セ
ン

タ
ー
）
の
取
り
組
み
▽
水
道
事

業
の
改
良
整
備
に
つ
い
て
の
六

項
目
。

質
疑
で
は
「
下
水
道
の
整
備

済
み
地
区
の
普
及
率
を
上
げ
る

た
め
の
努
力
を
」「
町
道
・
排

水
設
備
な
ど
の
維
持
補
修
予
算

を
増
額
し
、
住
民
生
活
の
向
上

に
努
め
て
ほ
し
い
」「
船
越
家

族
旅
行
村
に
ス
ポ
ー
ツ
設
備

（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
）
を
整

備
し
施
設
に
相
乗
効
果
を
持
た

せ
る
検
討
を
」「
山
田
の
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
看
板
を

設
置
し
、
山
田
を
売
り
込
む
努

力
を
」「
漏
水
の
早
期
発
見
と

早
急
な
対
応
」「
水
道
の
未
給

水
地
区
の
解
消
を
」
な
ど
活
発

に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第４回臨時会
医療費助成制度の改正案を否決
第４回臨時会が、８月９日開かれました。町からは、山田町社会

福祉憲章条例等の一部を改正する条例が提案されましたが、起立採
決の結果、反対多数で否決されました。
これは、岩手県の医療費助成制度の改正に併せて、当町の「社会

福祉憲章条例」や「乳幼児・妊産婦・重度心身障害者医療費給付条
例」の見直しを行おうとするもので、受給者に対して一定の自己負
担を求める内容です。主な質疑と討論は次のとおり。

■主な質疑
問 福祉施策だけが削られる不安がある。子育て支援など新しい施
策を検討すべきだ。
答 保育園などの運営組織の見直しについて新しい組織を立ち上げ
議論することにしている。また、第３子以降の保育料免除につい
ては、考えていく。
問 福祉関係の事業費を減らすのであれば、職員の人件費について
も手をつける必要がある。
答 職員の人件費といえども聖域ではない。状況により選択肢の中
にはある。
問 憲章条例は全国的にも注目された福祉の施策である。金のかか
る福祉部分のカットは、山田の良さを捨てることにならないか。
答 制度を次世代に引き継ぐには、財政の負担を軽くせざるを得な
い。福祉をあまねく公平に実施したいが、今の時代の流れでこれ
でいいのかとの疑問もある。本当に福祉の手伝いが必要な低所得
者層については、見直しによっても制度として残っている。

■反対討論
佐 藤 照 彦議員
改正による削減額に財政が耐えられない状況にあるとは認識し

ていない。多少の金がかかっても、子育て支援など元気のある町
づくりを進め、活気のある山田にしなければならない。改正によ
り、町の活力が無くなってしまう。この改正案には反対する。

佐々木良一郎議員
今回の改正は、当町が向かっている少子高齢化の時代に反して

いるのではないか。町長は２期目となり、新しい施策を考えるべ
きであり、手を付けやすいところから切り捨てる考えには反対で
ある。

第５回臨時会
松尾光信教育長の再任に同意

第５回臨時会が、10月25日開かれま
した。町からは、10月29日で任期満了
となる教育委員の松尾光信さん（66）
の再任が提案され賛成多数で同意されま
した。

松尾光信教育長

家畜排せつ物処理施設（堆肥センター）
の建設現場（豊間根繋地区）を訪れ施設
の説明を受ける産業建設常任委員会


